
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計（平均） ２，３２１，４８８ １１，４４３ ４９３


































































































































































































































































































































































も達した。[Orticoni & Raoul, 1912, p929]
表３－６ フランス軍の結核死亡率と兵役免除率（１８８８－１９００）


































































・アンフェリゥール県：３５２である。[Brouardel, 1900, p60-65] アミアンと
レンヌが６２２都市の平均結核死亡率３３８を下回るが，他の都市はいずれも






















































これを裏付ける例としてかれは，パリの警察巡査 gardien de la paix とパ
































































































































































































































































































































































































平均 ４５３ ４０１ ４３６ ３７７





























ラ Paul Juillerat (1854-1935) である。以後かれはこの情報分析を足場に，
住宅改革運動，さらには都市再開発政策に関与し一定の影響力を行使する
のである。
















































nier, 1905, p8-9] 後に登場する結核死亡率の抜きん出て高い地区にも共通
する特徴は，狭い道路，狭い中庭，両脇の高い建物をもつ居住環境で，空
気の流れも悪く，何よりも陽光が入らないことであるとして，ジュイラは
「結核は何よりも暗闇の病気 maladie de l’obscurité である」と結論づけ

























[Faure & L-Voelant, 2007, p208] に拠るのだが，ジュイラはこの語を明確に













































































































































































































































































































































































































































































と述べている。[Juillerat, 1906, p42] ガルニはレ・アール（パリ中央卸売市
場）など雇用機会の多いこの地区に蝟集していた。ガルニについては次節
で述べる。





























No. 6 フォブール・サン・タントワーヌ地区： フォブール・サン・タ
ントワーヌ通りを挟んでパリ第１１区と１２区に跨る地区。高い建物がびっ



















































































































合計 ３４１ １９，５１３ １４５ ４２ ５，９９４ ３１














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２４） その他の呼称を挙げると，hôtels garnis, appartements garnis, aubergistes et
logeurs, maisons garnies, maisons meublées などがある。本稿では一括してガ
ルニと呼ぶ。
２５） パリの警察官吏であるフレジエは，ガルニを「悪の巣窟」と呼んで憚らなか
った。[Frégier, 1840, p22] パリのある種のガルニは「悪の巣窟」というよ
りも，「不穏分子」のねぐらとなっていたようである。つまり革命家，滞在
禁止の処分を受けた者，軽犯罪者，売春婦などがそこに身を潜めていたから





























































































































































































































































































出典 Archives de Paris, 1427 W Préfécture de Police １９０１年人口調査に拠る．
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